
令和５年第５回にかほ市教育委員会 定例会 

 

 

                       日 時 令和５年４月２５日（火） 

                  午後１時３０分～ 

場 所 金浦公民館 軽運動室 

 

議 事 日 程 

 

第 １  会議録署名委員の指名 

第 ２ 議案第 18 号 にかほ市社会教育委員の委嘱について 

第 ３ 議案第 19 号 白瀬南極探検隊記念館運営審議会委員の任命について 

第 ４ 議案第 20 号 フェライト子ども科学館運営委員会委員の任命について 

第 ５ 議案第 21 号 にかほ市象潟郷土資料館運営協議会委員の委嘱について 

第 ６ 議案第 22 号 にかほ市生涯学習奨励員の委嘱について 

第 ７ 議案第 23 号 にかほ市教育研究所運営委員会委員の委嘱について 

第 ８ 議案第 24 号 にかほ市学校運営協議会委員の任命について 

第 ９ 議案第 25 号 令和５年度要保護・準要保護児童生徒の認定について 

第 10 協 議    にかほ市学校環境適正化に関する提言について 

第 11 報 告     
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令和５年第５回にかほ市教育委員会会議録 

 

１．期  日   令和 5年 4月 25 日 火曜日 

２．場  所   金浦公民館 軽運動室 

３．開  会   午後 1 時 30 分 

４．閉  会   午後 3 時 20 分 

 

５．出席委員   職務代理者  伊 藤  知 

         委 員  佐 藤 道 彦 

委 員  小 松 雅 子 

         委 員  佐 藤   緑 

 

６．説明のための出席者 

         教 育 次 長   佐 藤 喜 仁 

         教育総務課長   今 野 和 彦 

         学校教育課長   菱 刈 宏 記 

         学校教育課副主幹   須 藤 智 博 

               生涯学習課長   山 田   高 

         仁賀保公民館長   佐々木 美 和 

         象潟公民館長  佐々木 和 則 

         フェライト子ども科学館長   鎌 田 昭 義 

白瀬南極探検隊記念館長   佐々木 真紀子 

文化財保護課長   齋 藤   泉 

          

７．書  記   教育総務課副主幹   加 賀 真珠美 

 

８．会議に付した議案 

議案第 18号 にかほ市にかほ市社会教育委員の委嘱について 

議案第 19号 白瀬南極探検隊記念館運営審議会委員の任命について 

議案第 20号 フェライト子ども科学館運営委員会委員の任命について 

議案第 21号 にかほ市象潟郷土資料館運営協議会委員の委嘱について 

議案第 22号 にかほ市生涯学習奨励員の委嘱について 

議案第 23号 にかほ市教育研究所運営委員会委員の委嘱について 

議案第 24号 にかほ市学校運営協議会委員の任命について 

議案第 25号 令和 5年度要保護・準要保護児童生徒の認定について 
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９．可 決 し た 議 案 

議案第 18号 にかほ市にかほ市社会教育委員の委嘱について 

議案第 19号 白瀬南極探検隊記念館運営審議会委員の任命について 

議案第 20号 フェライト子ども科学館運営委員会委員の任命について 

議案第 21号 にかほ市象潟郷土資料館運営協議会委員の委嘱について 

議案第 22号 にかほ市生涯学習奨励員の委嘱について 

議案第 23号 にかほ市教育研究所運営委員会委員の委嘱について 

議案第 24号 にかほ市学校運営協議会委員の任命について 

議案第 25号 令和 5年度要保護・準要保護児童生徒の認定について 

 

１０．その他の確認事項 

       （１）令和５年第６回教育委員会は令和５年５月２９日（月）午後１時

３０分から金浦公民館で開催することにした。 

 

１１．会議の要旨 

 

 

             【開会 午後 14時 00 分】 

 

【教育長】 

これから令和 5年第 5回にかほ市教育委員会を開催いたします。今回の出席委員は、5

名です。議会日程の第１、会議録署名委員の指名を行います。委員には、伊藤委員と佐

藤道彦委員にお願いいたします。書記には、事務局の加賀副主幹を指名いたします。そ

れでは、日程の第 2「議案第 18 号 にかほ市社会教育委員の委嘱について」から日程の

第 5「議案第 21 号 にかほ市象潟郷土資料館運営協議会委員の委嘱について」までの 4

件を一括して議題といたします。教育総務課長から説明をお願いいたします。 

 

（教育総務課長 説明） 

 

【教育長】 

 説明が終わりました。質疑等ございませんか。 

 

（なしの声） 

 

【教育長】 

 それでは、議案第 18 号から議案第 21 号までの 4 件については、異議がないものと認

め、原案のとおり承認することに決定いたします。 

 日程第 6「議案第 22 号 にかほ市生涯学習奨励員の委嘱について」を議題といたしま
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す。生涯学習課長から説明をお願いします。 

 

（生涯学習課長 説明） 

 

【教育長】 

 説明が終わりました。議案第 22号について、質疑等ございませんか。 

 

（なしの声） 

 

【教育長】 

 それでは、議案第 22号については、異議ないものと認め、原案のとおり承認すること

に決定いたします。 

 次に日程第 7「議案第 23 号 にかほ市教育研究所運営委員会委員の委嘱について」か

ら日程第 8「議案第 24 号 にかほ市学校運営協議会委員の任命について」までの 2 件を

一括して議題といたします。学校教育課長から説明をお願いします。 

 

（学校教育課長 説明） 

 

【教育長】 

 説明が終わりました。質疑等ございませんか。 

 

（なしの声） 

 

【教育長】 

 それでは、議案第 23 号から議案第 24 までの 2 件については、異議ないものと認め、

原案のとおり承認することに決定いたします。 

 次に日程第 9「令和 5年度要保護・準要保護児童生徒の認定について」についてを議題

といたします。学校教育課長から説明をお願いします。 

 

（学校教育課長、担当 説明） 

 

【教育長】 

 質疑・意見等はありませんか。それでは、議案第 25 号については、1 件は認定却下と

いたします。 

次に日程第 10「協議」に入ります。3月に提出された、「にかほ市学校環境適正化に関

する提言」について協議したいと思います。教育総務課長から説明をお願いします。 

  

（教育総務課長 説明） 
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【教育長】 

 ただいま説明がありましたが、お一人ずつご意見などありましたらお願いいたします。 

 

【小松委員】 

 統合は致し方ないことと思いますが、過去の事例もみますと、親御さんよりも地域の

方々の住民感情、意見のほうが厳しいものがあるという印象です。反対意見が出るのは

当然のことでもあると思うので、丁寧に説明をしていかなければならないと思います。

地域のお祭りのことになりますが、今から 20 年前であれば、最低でも 30 名程度の子ど

もが御神輿を担ぐために集まっていました。しかし今年は 2 名だけです。地域のお祭り

が存続できないということだと思います。これから学校の統合によって、存続できなく

なる地域のお祭りや行事が出てきてしまわないように、今のうちに行事を拾っておいて、

それをどう存続させていくか、継続できなくなってもやむなしと考えるか、その点を考

えておくと、地域の方々に説明をしていく際によいと思いますのでご検討いただければ

と思います。 

 

【伊藤委員】 

 少子化に伴い、統合は進めなければならないことと思います。しかし、統合の裏には、

統合したときの建物の位置についての問題もあり、これから 5 年間というスパンで進め

ることは難しいのではないかと思うのです。距離的な問題もあり、今ある学校にまとめ

ましょうと簡単に進めることは難しいのではないかと思います。3町合併協議の例もあり

ますので、学校の位置までをしっかり決めた状態で話し合いを持っていかないと大変だ

と思います。子どもの数は減るけど、小学校は１学年 2 学級、中学校は 3 学級という基

本を守りつつ、場所を含め、市の財政面も含め、どうしていくのかを考えていかなけれ

ばいけません。教育委員会だけではなく、市長部局も含めたかたちで建物についても話

を進めていかなければならないと思います。また、学校の持っている特色や文化も非常

に大切になってきますが、その文化というのは、その地域がつくってきたものを、小学

校、中学校が取り入れているものです。その地域の文化を守ることは地域の大人たちだ

と思います。子どもたちがいないからこの行事、文化を維持できないということではな

く、どのように大人たちが考え、どう運営していくか、統合も含めて地域の活性化につ

いても考えてもらわないといけないと思います。つまり、統合をすると地域が廃れると

言われていますが、それは大人のエゴであって、学校がなくても地域を活性化する方法

はいくらでもあると思います。学校の統合は必要と考えていますが、地域の活性化も含

めたかたちの説明の仕方、理解を求めていくということが、とても重要になってくる点

だと思います。その点について我々もできる限りの力を貸していきたいと思っています。 

そして先日、県立高校の統合についても新聞に掲載されました。小中連携をしている

矢島高校は除いて、仁賀保高校はじめ、由利工業高校、西目高校、本荘高校と私たちの

住むこの地区の全ての高校が対象に含まれています。統合するときに我々は仁賀保高校

も含めた小中高の連携の統合の仕方というものも、仁賀保高校を残すために考えていか
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なければならないのではないでしょうか。それも頭の片隅に入れておかなければならな

いと思います。 

 

【佐藤緑委員】 

 統合を避けられないということは、多くの住民の方も分かることだと思います。しか

し、場所のことになると大人の駆け引きが出てくると思います。一番に考えなければい

けないのは、未来のにかほ市を背負って立つ子どもたちにとって一番良い教育環境、子

どもたちにとっての学習環境を、いかにあるべきかということを丁寧に考えていく必要

があると思います。複式学級は避けなければいけない、免許のない先生が授業をすると

いうことも避けなければならないことだと思います。そういったことは頭では理解して

いても、大人側としては、どこに建設するのかという点では駆け引きが出てくると思い

ます。検討委員会のときに、経済的な面も重要だとおっしゃる方もいました。確かにそ

こも考えていく必要があると思いました。統合は令和 10 年程度を目標にするというお話

でありましたが、仁賀保高校についても、県から情報をいただきながら、にかほ市とし

ては仁賀保高校を大切にしていただきたいという思いがありますので、そこも含めて考

えていっていただきたいと思います。 

統合ありきで突き進めるのではなくて、あまり急がないで子どもたちを大切に、丁寧

に考えて進めていかなければならない問題だと思います。 

 

【佐藤道彦委員】 

 皆さん仰っていることと相違はありません。統合は避けられないことと思います。た

だ、何が適正化かというところが自分なりにまとまっていません。先ほどの説明からも、

人数だけのことではないということでした。これは地域差もあると思います。自分が住

んでいる地域では、実際ににかほ市で統合の話があると聞いて驚かれる地域の人もいま

す。昨年生まれた子が 100 人をきっていると話しをすると「ああ、そうなんだ」という

感覚です。今、佐藤委員からもあったように、統合は避けられないことではありますが、

あまり急がず進めていただきたいと思います。やはり地域にとって学校がなくなるとい

うことは非常に淋しいことでもあります。どの場所に建てるかというところで、かなり

大きな問題になると思います。バス通学なり、親御さんの送り迎えをするという地域も

出てくるわけです。そうすると、もしかしたら、子どもたちにも負担になるところが出

てくるのではないか、と考えるところです。やはり子どもたちのことを第一に議論して

進めていってほしいと思います。皆さんの幅広い意見を聞きながら段階を踏んで進めて

いただきたいと思います。 

 

【教育長】 

 皆様からの話のなかで仁賀保高校のご意見まで出していただきまして、大変参考にな

ります。この後、皆様からのご意見を取り入れて適正化基本計画の作成を進めて参りま

すので今後ともよろしくお願いいたします。 


























